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研究成果の概要（和文）：日本古代の宮都は、その周辺域における手工業生産活動により支えられていたが、そのよう
な生産遺跡については、７～９世紀に比して10・11世紀頃の実態は十分な検討がなされていなかった。そのため、平安
京に近接する丹波の篠地域を取り上げ、とりわけ当該期の西山１号窯について発掘を含む重点的な検討を加えた。その
結果、残存状況の非常に良好な窯跡２基を検出し、10世紀末から11世紀初めの須恵器・緑釉陶器・瓦の３種を焼成した
初見の事例を確認するなど、多くの新知見を得た。この他にも、考古学や文献史学・自然科学などの分野を超えた研究
者による研究会や共同調査も実施し、日本内外の手工業生産の特質の解明に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：Each capital of ancient Japan was supported by craft production conducted in its 
surrounding areas. In comparison with research on the 7th to 9th centuries, research on the production 
sites of the 10th and 11th centuries has been insufficient. I therefore focused on the Shino area of 
Tamba, next to the Heian capital, and conducted several investigations, including an excavation of the 
Nishiyama Kiln No. 1 site.
The excavation revealed the existence of two kilns at the Nishiyama Kiln No. 1 site, which was the first 
discovery of kilns dating to the late 10th to the early 11th century used to fire Sue ware, green-glazed 
stoneware, and roof tiles. The excellent preservation conditions of the kilns offered a wealth of new 
information.
In addition to this fieldwork, I facilitated conferences and joint investigations by researchers from 
archaeology, history, and the natural sciences. We elucidated the characteristics of craft production 
both inside and outside Japan.

研究分野： 考古学
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１．研究開始当初の背景 
（１）①日本古代の宮都を支えるためには、
その周辺などでの手工業生産の存在が不可
欠である。②そのような古代宮都周辺におけ
る手工業生産遺跡としては、７世紀代には奈
良県明日香村の飛鳥池遺跡が著名であり、８
～９世紀には平城京・平安京の京内とともに、
その周辺域の平城山や京都洛北などで、瓦・
緑釉瓦・須恵器・緑釉陶器などの生産が知ら
れている。③ただ、それらの遺跡と対比すべ
き 10・11 世紀頃の実態については、必ずし
も十分な検討がなされていない。④そのため、
本研究では、10・11 世紀の平安京近接域をケ
ース・スタディーの中心として位置づけ、そ
の手工業生産の検討を深めることにした。 
 
（２）①研究代表者は、これまでにも平安京
近郊の大窯業生産地として重要でありなが
らも、実態が十分に解明されていない京都府
亀岡市（丹波国）の篠窯業生産遺跡群（篠窯
と略称）を対象地域とし、部分的ながらも発
掘調査を含む検討を行ってきた（平成 15～18
年度科研費基盤研究（B）ほか）。②その一連
の研究では、篠窯での最古段階の緑釉陶器窯
の発掘調査に成功し、９世紀末頃の須恵器・
施釉陶器生産の変容過程の一端を明確化す
ることができた。③しかし、篠窯で瓦生産を
始めるとみられる前後の 10世紀末から 11世
紀頃の実態はまったく不明であったこと、そ
の時期の瓦・須恵器・緑釉陶器を表面採集で
き、検討に好適な地点（西山１号窯）が確認
されたことから、まずはその地点を対象にし
て重点的な調査を進めることにした。 
 
（３）さらに、日本古代の手工業生産に関し
ては、各種の手工業部門ごとに研究が進みつ
つあるが、それらを統合する試みは不足して
いること、海外との比較の視点が十分でない
こと、前後の時代との比較が不足しているこ
と、考古学とともに文献史学や他の諸学との
協業が欠けていることなどから、それらの点
の克服も必要と考えた。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究では、宮都周辺域の重要な手工
業生産地として丹波・篠窯を選定し、丹波に
おいて 11 世紀頃に始まる瓦生産の実相と、
それ以前からみられる須恵器や施釉陶器の
生産との関係性を追求することにした。これ
により、広く日本の宮都周辺域の窯業生産に
おける古代から中世への変容過程を解明す
るための材料を得ることを目指した。これが、
本研究の第一の目的である。 
 
（２）丹波の事例などをふまえつつ、手工業
部門を越え、さらには日本と対比するために
海外をも視野に入れつつ、古代宮都周辺にお
ける手工業生産の全体的推移やその特質を
解明することが、本研究の第二の目的である。 
 

３．研究の方法 
（１）発掘を含む現地調査については、11 世
紀前後の西山１号窯を特に対象地点に選び、
そこでの詳細な調査を実施することにした。
そのために、地形測量調査や磁気探査を行い、
その上で発掘調査に移行した。またそれらの
検出遺構や出土遺物などのデータを詳細に
整理することにより、その分析の成果報告を
まとめることを目指した。 
 
（２）丹波以外の地域や、各時代の各種工業
生産部門を比較検討するために、考古学・文
献史学・分析化学などの各研究者からなる包
括的な研究体制を組織して大局を討議する
とともに、いくつかのテーマで共同の資料調
査も行う共同研究会を開催することにした。 
 
（３）上記の他にも、考古学と他分野の新た
な協業を目指して、自然科学関連分野と考古
学との共同調査についても実施した。具体的
には、色彩学的な検討や炭素 14 年代測定な
ど、遺跡での試料採取とその分析を進めると
ともに、当該期研究での位置付けと研究推進
の問題点などを考えることにした。 
 
４．研究成果 
（１）①フィールドとした篠窯での発掘調査
では、10 世紀末～11 世紀初めに継起的に操
業する２基の窯跡（西山１－１号窯、西山１
－２号窯）などを検出し、資料の欠如する時
期の様相を明らかにすることができた。②西
山１－１号窯は、平面形が三角形状を呈して
焚口が２ヶ所（双口式）の小型平窯（小型三
角窯）であり、側壁から天井の部分まで良好
に残存するなど、窯構造を復元する上でも非
常に貴重な資料となった。③西山１－２号窯
は、楕円形状を呈する小型の窖窯で、類例の
ないきわめて珍しい構造であり、篠窯では瓦
を中心として生産する最古段階の窯である
ことが明らかになった。④いずれの窯も、須
恵器、緑釉陶器、瓦を生産していた当該期に
は類例のない窯であり、緑釉陶器はこれまで
近江や東濃などとされていた特徴を持つ製
品を丹波で焼いている点など、多くの新知見
が得られた。 
 
（２）①発掘調査では、上記のような個別の
様相の解明に加えて、篠窯における一大変革
期が明確化された意義は大きい。②２基の窯
の操業時期とみられる 10世紀末から 11世紀
初め頃は、篠窯において須恵器生産から瓦生
産に移行する一大変革期であるが、従来は、
篠窯において須恵器と瓦の生産が断絶する
との見解もあったのに対し、本調査によって
漸移的に変遷することが明らかになった。③
とりわけ、緑釉陶器生産に適した双口式の窯
で瓦を焼いていたのが、より瓦生産に適した
窯構造に変えるなどといった試行錯誤の跡
を確認でき、生産地内での技術革新を追うこ
とができた。④また、この西山１号窯の操業



は、藤原道長の発願した法成寺などへ瓦供給
を行う時期（11 世紀前半頃）の直前に当たる
可能性が高く、緑釉陶器と瓦の双方を生産す
る窯は当該期では他地域に存在しないこと
からも、緑釉瓦の生産を含めて、法成寺所用
瓦を請け負いうる素地が、この西山１号窯操
業期の篠窯に備わっていたことが明確とな
った。⑤さらに、10 世紀頃の平安京近郊窯で
みれば、須恵器や緑釉陶器と瓦の生産は分離
しているが、この２基の窯はその三者を焼成
する瓦陶兼業窯であり、各地で瓦陶兼業の産
地が生まれる院政期に先立って、既に摂関期
に緑釉陶器や須恵器と瓦を併焼する瓦陶兼
業窯が丹波で先駆的に誕生していたと評価
できた。 
 
（３）①以上のような発掘調査の諸点に加え
て、さらに共同の研究会において手工業各分
野ならびに日本以外の周辺地域の様相も加
えて研究現状の整理を行った。②それをふま
えつつ討議し、その変遷過程や画期などにつ
いても検討した結果、部門を越えた動きが確
認できる点などが明らかになった。 
 
（４）①上記のほかにも、考古学と自然科学
の共同調査として遺跡の磁気探査を試みた
が、これまでにない小型の平窯の事例につい
ても有効性が改めて確認できた。②平安時代
の出土資料に対する炭素 14 年代測定は、こ
れまであまり実施がなされていなかったが、
その成果が出され、従来の古建築なども含め
た分析成果との突合せにより、いわゆる歴史
考古学にも有効性が確認されるとともに、Ｊ
-Cal などによる精度を上げた較正について
の課題を再確認した。③そのほか、釉の色彩
分析の成果なども試み、産地あるいは時期ご
との差違がより客観的な数値により指標化
される可能性が指摘された。 
 
（５）①上記の諸成果を承けて、新聞報道や
学会報告などを行い、それらをまとめた形と
して報告書などを刊行した。②報告書につい
ては、まずは 2015 年 10 月に『西山１号窯―
篠窯跡群における瓦陶兼業窯の調査―』を刊
行し、発掘成果の概要をカラー図版で示した。
この冊子は、遺跡の地元での一般向けの講演
会において無料配布するなどして活用を図
った。③さらに 2016 年３月には『古代日本
とその周辺地域における手工業生産の基礎
研究』として、遺跡調査概報や自然科学的成
果、共同研究会参加の諸分野からの論文を収
録した最終報告書を刊行することができた。 
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